
第５学年算数科学習指導案

日 時 平成１６年９月２９日（水）５校時
児 童 男子１１名 女子７名 計１８名
指導者 石 田 晴 美
場 所 ５年教室

１ 単元名
「小数のかけ算とわり算を考えよう」

２ 単元について

（１）教材観
児童はこれまでに，小数（整数）×整数，小数（整数）÷整数＝小数の計算のしかたについて

学習している。本単元では，小数の乗法と除法の意味の拡張を図り，小数をかける計算のしかた
と小数でわる計算のしかたを理解させ，さらに，小数倍の意味をとらえさせながら，乗除の相互
関係の理解を深めていく。
本単元の学習では，筆算を使って形式的に小数の乗法，除法を指導するのではなく，小数をか

けることや小数でわることの意味を確実に理解させることが大切である。そのためには，テープ
図や数直線図，言葉の式を有効に活用して，整数の場合と対比し，乗数や除数が小数の場合も同
じ構造であることに気づかせていく。
そして，整数の計算のしかたに帰着し，乗法や除法の計算のきまり（かける数が２倍，３倍に

なると積も２倍 ３倍になること Ａ÷Ｂ＝ Ａ×ｍ ÷ Ｂ×ｍ など を用いて ×小数 ÷， ， （ ） （ ） ） 「 」「
小数」の計算のしかたを考え出していく。
本単元の学習は，第６学年の分数のかけ算とわり算，分数倍の考え方へと発展していく。

（２）児童観
児童は，算数の学習に概ね意欲的に取り組んでおり，自分の考えを文章にまとめたり，友達の

考えをメモしたりなど，工夫したノートの取り方ができるようになってきている。また，既習事
項を生かして課題を解決していくという学習の進め方も定着し，解決の見通しを素早くたてるこ
とができる児童も増えてきている。
しかし，多くの児童は自力解決の場面ではまだ不安を持ち，友達の発表を聞いて理解を深め，

練習問題を解いて納得するという形で学習を進めていることが，学習感想から分かる。また，解
決の見通しが立たず，自力解決が滞ったり，自分の考えを説明することに自信がもてなかったり
する児童もいる。
レディネステストの結果では，計算のきまりを活用して小数×整数や何百何十÷何十の計算を

考えることができた児童は少なかった。本単元に入る前に計算のきまりについての習熟を図る時
間を設定しり，常に計算のきまりを算数コーナーに掲示して，活用できるようにしたい。また，
小数×整数や小数÷整数の筆算のしかたは概ね理解されているが，除数が２桁になると，商の小
数点をつけ忘れる児童が半数いた。文章問題においても，商の小数点の位置を間違えてしまった
児童が数名いた。未習問題に関しては，計算はしたものの，やはり小数点の位置を誤った児童が
ほとんどであった。
そこで，どの児童も解決の見通しがもてるよう，既習事項の提示のしかたを工夫して丁寧に方

法の見通しを立てさせたり，筋道立てた説明方法の指導，および，個に応じた自力解決の支援を
行い 「×小数 「÷小数」の意味理解や，計算の考え方と筆算のしかたとの結び付けを図って， 」，
いきたい。

（３）指導観
指導に当たっては，テープ図や数直線図などを有効に活用し，視覚的に数量関係をとらえさせ

ることで，小数の乗法，除法の意味を確実に理解させ，立式の根拠とさせたい。また，小数の乗
法，除法の計算の仕方を導く根拠として，既習の計算のきまりを積極的に活用し，小数の乗法，
除法を整数化させて計算させることで，新しい計算を創造的に考え出す面白さを味わわせながら
論理的な思考力を伸ばしていきたい。
計算場面においては，つねに答えの見当をつけてから計算させることで，積や商の小数点の打

ち間違いや，あまりの大きさの間違いをふせぎ，検算場面では電卓を有効に活用していきたい。
まず第１小単元では 「×小数」を適用する「１つ分の量×いくつ分＝全体の量」という場面を，

提示し 「×整数」の場面と対比させることで乗数が小数の場合も整数と同じ構造であることをと，
らえさせる 「×小数」の計算指導では，機械的に積を求めるのではなく，そこで用いられている。
計算法則などを意識させ，計算の仕方を作り上げる思考の過程を大切にしたい。
次に第２小単元では 「÷小数」となる等分除の場面を提示し 「÷整数」の場面と対比させる， ，

ことで，除数が小数の場合も整数と同じ構造になっていることをとらえさせたい 「全体の量÷い。
くつ分＝１つ分の量」という等分除の意味理解を大切に扱い 数直線図を手がかりにして，言葉,
の式と関連づけて立式へと導きたい。
最後の第３小単元小数倍の指導では 「被除数＜除数」の場合除法の立式が難しくなるため，図，

を有効活用し，比較量と基準量との関係を明確にとらえさせたい。
見通しに関わっては，算数コーナーやノートの既習事項を生かし，結果の見通し，方法の見通

しを立てさせたい。児童の実態に応じて，ワークシートの利用や少人数指導など，個に応じた支
援を行い，どの児童も見通しをもって自力解決に入れるようにしていきたい。
わかり直しに関しては 「わかる」段階で，板書をもとにもう一度みんなで計算のしかたを確認，

したり，課題にかえって本時に学んだことを価値付けたりする。また 「できる」段階では，練習，
問題を解くことで学んだことの確かめをするとともに，習熟を図りたい。



３ 単元の目標
・乗数や除数が小数の場合でも，既習の整数の計算の数量関係などをもとにして，乗法や除法の

。 （ ）式に表そうとする 関心・意欲・態度
・整数の乗法，除法計算と関連づけて，乗数が小数の乗法，除数が小数の除法の計算のしかたを

。 （ ）考える 数学的な考え方
・乗数が小数の乗法，除数が小数の除法の計算をすることができる。 （表現・処理）

， 。 （ ）・乗数が小数の乗法 除数が小数の除法の意味やその計算のしかたを理解する 知識・理解

４ 指導計画（２０時間扱い 本時１１／２０）

小単元 時 目 標 学 習 活 動 主な既習事項

・整数×整数１ 小数 １ ・小数をかけることの意味 ・立式を考える。．
・小数×整数のかけ ・ と，整数×小数（十分の一 ・80 2.7× の計算のしかたを考える。
・小数÷整数算 ２ の位まで）の計算のしかた ・80 2.7× の計算のしかたをまとめ
乗方の意味と性質を理解する。 る。 ・

・整数×整数３ ・十分の一の位までの小数ど ・立式を考える。
の筆算うしをかける筆算のしかた ・2.3 2.8× の計算のしかたを考える。

・乗法の性質を理解し，その計算ができ ・十分の一の位までの小数どうしを
かける筆算のしかたをまとめる。る。

・小数×小数４ ・十分の一の位までの小数ど ・ × ， × の筆算のし4.2 7.5 0.4 2.3
の筆算うしをかける計算（末尾の かたを考える。

０を処理したり，０を補う ・左記の型の計算練習をする。
場合）ができる。

・小数の大小比較５ ・純小数をかけると，積は被 ・ と の計算をし80 1.8 80 0.8× ×
乗数より小さくなることを て，積と被乗数の大きさを比べ
理解する。 る。

・純小数をかけると積が被乗数よ
り小さくなることをまとめる。

・長方形の求積公６ ・長方形の辺の長さが小数の ・縦 横 の長方形の面2.3cm, 3.6cm
式場合も面積公式が適用でき 積の求め方を考える。

・１辺が１ｍｍのることを理解する。 ・長方形の中に，１辺が１ のmm
正方形が１００正方形が何個あるかを調べてか

２ら の計算で求める。2.3 3.6× 個で１ｃｍ

・交換法則７ ・小数の場合でも交換 結合 ・□ ○＝○ □ （□ ○） △＝□， ， ，× × × ×
・結合法則分配法則が成り立つことを （○ △ （□ ○） △＝□ △× × ＋ × ×），
・分配法則理解する。 ○ △の式に小数をあてはめて＋ × ，

式が成り立つか調べる。
・乗数が小数の乗８ ・学習内容に習熟する。 ・ 練習」をする。「
法計算・学習内容の理解を深め，算 〔チャレンジ〕電卓を用いた数

数への興味を広げる。 当て手品をする。
・ 発展】百分の一の位以下の小数【
のかけ算について考える。

・整数÷整数２ 小数 ９ ・小数でわることの意味と， ・立式を考える。．
・小数÷整数のわり ・ 整数÷小数（十分の一の位 ・ の計算のしかたを考え200 2.5÷
・等分除の意味算 まで）の計算のしかたを理 る。10
・除法の性質解する。 ・ の計算のしかたをまと200 2.5÷

める。
・整数÷整数11 ・十分の一の位までの小数ど ・立式を考える。
の筆算うしの除法の筆算のしかた ・ の計算のしかたを考え7.8 6.5÷

・除法の性質本 を理解し その計算ができ る。，
時 る。 ・小数÷小数の筆算のしかたをま

とめる。
・小数÷小数12 2.8 3.5 1.8 2.4・十分の一の位までの小数ど ・ ， などの筆算の÷ ÷
の筆算うしの除法の計算（商が純 しかたを考える。

小数や，被除数に０を補う ・左記の型の計算練習をする。
場合）ができる。

・小数の大小比較13 240 1.2 240 0.8・純小数でわると，商は被除 ・ と の計算をし÷ ÷
。数より大きくなることを理 て商と被除数の大きさを比べる

解する。 ・純小数でわると商が被除数より
大きくなることをまとめる。

・包含除の意味14 2.5 0.7・小数の除法におけるあまり ・ のジュースを 入りのç ç
ç çの位取りについて理解す 水筒に入れると何個できて，ジ ・１ １０ｄ＝

・除法の検算る。 ュースはどれだけあまるかを考
える。

・小数の除法におけるあまりの小
数点のうつ位置についてまとめ
る。



長方形の求積公式15 7.2m・小数の除法の答えを概数で ・面積 の長方形の花壇で横
2

・

・概数表す時の処理のしかたを理 の長さが の時の縦の長さ2.9m
・□を用いた式解する。 を２桁の概数で求める。
・除数が小数の除16 ・学習内容に習熟する。 ・ 練習」をする。「
法計算・ 発展】百分の一の位以下の小数【

のわり算について考える。
・比較量，基準量３ 小数 ・比較量，基準量が小数の時 ・ ， は の何倍か． 17 3.6km 1.8km 2.4km
が整数の時の小倍とか も，倍は除法で求められる を求める方法を考える。
数倍の考え方け算・ ことを理解する。 ・比較量，基準量が小数の場合で

わり算 も，倍を求めるには除法を使う
ことをまとめる。

・比較量＝18 3.5 0.6・倍を表す数が小数の時も， ・５ｍの 倍， 倍の長さの求
基準量×何倍比較量は基準量×何倍で求 め方を考える。

められることを理解する。 ・小数倍の時も比較量は基準量の
何倍で求められることをまとめ
る。

・基準量＝19 63kg 1.8・倍を表す数が小数の時も， ・ が基準量の 倍にあたる
比較量÷何倍基準量は比較量÷倍で求め 時の 基準量の求め方を考える， 。

られることを理解する。
・小数×小数，まとめ ・学習内容の理解を確認す ・ たしかめ」をする。20 「
小数÷小数る。
の計算・学習内容の理解を深め，算 ・ チャレンジ〕電卓を用いた数当〔

数への興味を広げる。 て手品をする。

５ 本時の学習活動
（１）目標

・整数の除法の筆算のしかたに帰着して，十分の一の位までの小数どうしの除法の，筆算のしか
。 （ ）たを考えようとしている 関心・意欲・態度

◎整数の除法の筆算のしかたに帰着して，十分の一の位までの小数どうしの除法の，筆算のしか
。 （ ）たを考えている 数学的な考え方

◎小数÷小数の計算を筆算ですることができる。 （表現・処理）
・小数÷小数の計算の筆算のしかたを理解している。 （知識・理解）

（２）本時の指導にあたって
見通しに関わっては，まず，８÷６や８÷７という整数の計算から答えの見当をつけさせる。

次に，前時の既習を学習コーナーの掲示やノートから想起させ，除数を整数にすれば計算できる
という方法の見通しをたてさせる。この時，被除数も同数倍し，整数÷整数の形にするとよいこ
とをおさえる。
わかり直しに関わっては 「わかる」段階では，類題（小数÷小数の筆算）を解いた後，板書を，
もとに全員で筆算の手順を確認することで理解を確実にし，課題に返って本時に学んだことを価
値づける。そして 「できる」段階では，まとめの後，練習問題を解くことで小数÷小数の筆算の，
しかたを習熟させ，さらに理解が深まるようにしていきたい。

（３）展開

段階 学 習 活 動 支援（・）と評価（○）

つ １ 問題をつかむ
か

。む の重さが の鉄の棒があります6.5m 7.8kg
この鉄の棒１ の重さは何 ですか。m kg

５
分 ○わか ていること 聞かれていることは何か。 ・数直線図をもとにして，１ｍの重さをっ ，

○どんな式になるか。 求めることをおさえる。
7.8 6.5・式 ÷

・ことばの式と関連づけて立式に導く。
２ 課題をつかむ
○今までの問題と違うところはどこか。
・わる数もわられる数も小数だ。 ・除数が小数であることに気づかせる。

小数 小数の計算のしかたを考えよう。÷

見 ３ 見通しをもつ
通
す 答えの見当をつける。（１）

○ の答えはおよそいくつになるか。7.8 6.5÷
８ ・８÷６や８÷７という整数の計算から，答え
分 の見当をつける。

と の間， くらい1.3kg 1.1kg 1.2kg



課題解決の見通しを立てる。 ・算数コーナーの掲示やノートの記述か（２）
○ の計算はどうしたら計算できるか。 ら前時の学習である，まみさんの考え7.8 6.5÷
・整数に直して計算する。 を想起させる。
・整数にするにはわる数 を 倍する。 ・除数を整数にするには，何倍にすれば6.5 10
・わられる数 も 倍する。 よいかを考えさせる。7.8 10

【既】除法の性質
・被除数も同数倍することに注意させ
る。

・わり算では，わる数とわられる数に同
じ数をかけても商は変わらないとを確
認する。

確 ４ 自力解決に取り組む ・机間指導を行う。
○ の計算をしてみよう。 〔配Ｂ〕答えが出せた児童には，計算の7.8 6.5÷

か ・除数と被除数をそれぞれ 倍し，整数の形に しかたの説明をノートに書かせる。10
直して計算する。 〔配Ａ〕説明も書けた児童には筆算の方

め ＝ 答え 法を考えることを指示する。78 65 1.2 1.2kg÷
〔配Ｃ〕自力解決が滞る児童には，前時

る ５ 発表しあい，みんなで確かめる。 の既習事項の掲示物やワークシートを
， 。・整数の形に直した方法を発表し，答えを確か 用いて 小集団指導や個別指導を行う

２５ める。
○ の筆算のしかたを考えよう。 整数の除法の筆算のしかたに帰着し7.8 6.5÷ ○関

分 て，十分の一の位までの小数どうしの
１２ 除法の，筆算のしかたを考えようとし.

６５）７８ ているか。 （発言・観察）. .
６５
１３０ 整数の除法の筆算のしかたに帰着し○考
１３０ て，十分の一の位までの小数どうしの

０ 除法の，筆算のしかたを考えることが
できたか。 （ノート）

・除数も被除数も 倍することで整数10
○類題を解こう。 のわり算になるという考え方を筆算の
・類題により 「小数÷小数」の計算のしかた 形に結びつけさせる。，
を確認する。 【既】整数÷整数の筆算

・除数と被除数に同数倍しても商は変わ
２８）９８ らないことから，商の小数点の位置に. .

気づかせる。
○商の見当をつけてから計算しよう。 ・商の見当をつけてから計算させる。

○小数÷小数の筆算の手順をみんなで確かめ ・板書をもとに全員でもう一度，筆算
よう。 の手順を確認する。

ま ６ まとめる
と ○今日の学習についてまとめよう。 ・児童の発言を生かしたまとめとなるよ
め うにする。
る 小数÷小数の計算は，わる数とわられる
２ 数の両方を１０倍して整数の形にして計算
分 する。

ひ
ろ ７ 練習問題を解く ・練習問題を解くことにより，わかっ
げ たことを確かめる。
る ○ ÷ の筆算をしよう。 ・商の見当をつけてから計算すること10.5 4.2
５ ○商の見当をつけてから計算しよう。 を確認する。
分 小数÷小数の計算を筆算ですること○表

。 （ ）ができたか ノート
○電卓を使って答えの確かめをしよう。 〔配Ｃ〕板書で筆算の手順を確認しな

がら計算させる。
〔配ＡＢ〕教科書ｐ．８１①の（２）
～（４）をやるよう，指示する。

８ 本時の学習を振り返る 小数÷小数の計算の筆算のしかたを○知
○わかったことや感想を書こう。 理解できたか。 （ノート）
９ 次時の学習を知る。



（３）評価
・整数の除法の筆算のしかたに帰着して，十分の一の位までの小数どうしの除法の，筆算のしか
たを考えようとしていたか。 （関心・意欲・態度）
◎整数の除法の筆算のしかたに帰着して，十分の一の位までの小数どうしの除法の，筆算のしか

。 （ ）たを考えることができたか 数学的な考え方
◎小数÷小数の計算を筆算ですることができたか。 （表現・処理）

。 （ ）・小数÷小数の計算の筆算のしかたを理解できたか 知識・理解

６ 板書計画

類 題9/29 80Ｐ．
3.5問題 自分で みんなで

6.5m 7.8kg 2.8 9.8の重さが の鉄 ）
84の棒があります。 ７ ８÷６ ５＝． ．

m 140この鉄の棒１ の重さは ↓ ↓１０倍 １０倍 等しい
kg 140何 ですか。 ７ ８÷６ ５＝ １ ２．

0答え１ ２ｋｇ．
数直線図 <筆算のしかた> まとめ

１２ 小数÷小数の計算は.
６５）７８ わる数とわられる数の全体の重さ÷長さ（単位ｍ）＝１ｍの重さ . .

式 ÷ ＝ ６５ 両方を１０倍して整数7.8 6.5
１３０ の形にして計算する。

課 題 １３０
０ 練 習小数 小数の計算のしかたを考えよう。÷

見通し ① ４ ２）１０ ５わる数の小数点を右にうつして，整数になおす。 ． ．
・・・ わられる数の小数点も，わる数の小数点をうつした８÷６＝ ｋｇより軽い ②1.33 1.3
・・・ 数だけ右にうつす。８÷７＝ ｋｇより重い1.14 1.1

ふりかえり→ ｋｇと ｋｇの間 ③1.3 1.1 わる数が整数の時と同じように計算する。
商の小数点は，わられる数の右にうつした小数点に整数に直して計算する。 ④
そろえてうつ。→ わる数を１０倍する

わられる数も１０倍する。



７ ヒントカード

名前

見通し 整数になおして計算する。

全体の重さ÷長さ( ）＝ ｍの重さ 瑞樹さんの考え方を思い出そう。単位 m 1
代金 ÷ １ｍのねだん買った長さ（単位ｍ）＝

７８ ÷ ６５ ＝ ２００ ÷ ２．５ ＝ ８０. .
１０倍 １０倍 等しい １０倍 １０倍 等しい↓ ↓ ↓ ↓

÷ ＝ ２０００ ÷ ２５ ＝ ８０
＊ぼうの長さが１０倍になると ＊リボンの長さが１０倍になると，
全体の重さも１０倍になるが 代金も１０倍になるが，
１ の重さは変わらない。 １ｍのねだんは変わらない。m

名前

７．８÷６．５の筆算のしかたを考えよう

見通し
整数に直して １０倍
計算する

６．５ ）７．８ ６．５ ）７．８
１０倍


